
 

そんな悪循環から早く抜け出すために「はこでみペアレントトレーニング」

を通して、他人の子に対する関わり方や視点を我が子に対しても実行でき

るように毎月トレーニングを行っています。 

保護者様の我が子への「愛」は、とても強いです。毎月皆様の話を聞かせ

て頂く中で我が子への強い愛を毎回感じています。 

その愛にちょっとしたポイントとコツを加えれば、誰よりも(専門家よりも)我

が子に対する最良の「ほめ上手」になれます！ 

 

□「自分自身のほめる行動を意識していない事が分かりました。」 

□「ほめ方の具体的な例があり分かりやすかったです。」 

□「毎回違う方とグループになるので、様々な話が聞けて良いです。」 

□「受講後のホヤホヤの気持ちを継続できるように頑張ります。」 

□「ハグやハイタッチなど自分ができるほめ方を続けていきたいと思います。」 

□「ほめているつもりでしたが、子供の反応までは見ていなかったです。」 

□「ほめ癖がつくように実践していきたいと思います。」 

□「我が子をほめる難しさを実感しました。」 

□「。」 

□「。」 

令和４年 11月 20日（日）第４回はこでみペアレントトレーニング 

４回目の今回は、「ほめるコツ」をテーマに講義とグループワークを行いました。 

 

前回に引き続き「ほめる」について徹底的に深掘りし、具体的なポイントや実際に我

が子をほめる際に有効なコツをたくさんお伝えしました。 

 

「ほめる」ことは、簡単なようで本当に難しい行動です。頭では「ほめる」対応が効果

的なことは重々承知していても、我が子の言動や態度、繰り返す失敗や反抗を前に

すると心の中のゴングが鳴り冷静さを失い感情的になってしまう事がほとんどです。 

しかし、実は皆さんすでに「ほめ上手」なのです！それは他人の子に対してです。 

 

他人の子に対しては、 

□良い面を見つける視点を持っている 

□その子に対する蓄積されたイライラがない 

□その子ができるまで待ってあげられる 

□その子が喜ぶ「ほめ方」を見つける 

等が素直な気持ちで実行できます。 

 

ここには「ほめる」ための大事なポイントが詰まっているので、どんな状況でも「ほめ

上手」でいられます。 

しかし、それが我が子になると全てがひっくり返ります。 

□できていない面ばかりを見る 

□我が子に対するイライラが溜まっている 

□我が子のペースが待っていられない 

□「怒る」対応で修正しようとする 

これでは、親子共々前向きな気持ちを持てず、お互い否定的な関わりをやり合う事

が日常化してしまいます。 

 

参加者の感想 
 


